
Relaxerサービス・フレームワーク 
J2EE Webシステム開発を支援する 

1. 背景 

現在業務向けWebシステム構築環境として主流となりつつある J2EEでは、業務アプリケー

ションを構築するために高いスキルレベルを要求され、一般的な SEのスキルレベルとは大

きな乖離が発生している。これはオブジェクト指向開発、コンポーネント技術、XML技術とい

った難易度の高い新技術が一般のエンジニアの学習スピードを越えて速度で提供されて

いるためである。 

2.  目的 

 Relaxer サービス・フレームワークでは、オブジェクト指向開発、コンポーネント技術、XML

技術を駆使した Web システ構築を効率的に行なうためのツールとしてスキーマ・コンパイラ、

コンポーネント・コンパイラ、コンポーネント・フレームワークを提供する。また、これらのツー

ルを利用するための作業方法を定型化し、現場での適用を容易にするため、オブジェクト

指向開発プロセスに対するカスタマイズを行い、これをハンドブックとして提供する。 

3. 開発の内容 

(a) Relaxer サービス・フレームワーク 

 Relaxerサービス・フレームワークは、スキーマ/コンポーネントコンパイラ
Relaxer(図 1)と、Relaxer向けのコンポーネント・フレームワークであるRelaxer 
Component Framework(図 2)から構成される。 
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(b) Relaxerプロセス・ハンドブック 
Relaxerプロセスハンドブックは、Relaxerサービス・フレームワークを活用する
ことを前提としたオブジェクト指向開発プロセスであるRelaxerプロセスのハンドブ
ックである。J2EE上でRelaxerサービス・フレームワークを用いたWebシステム開
発を効率よく進めるための情報を提供する。 

4. 従来の技術との相違 

 従来技術では、J2EE Web アプリケーションの構築に際して、Webプレゼンテーションから

EJB コンポーネントに至る部品をすべて手作りで開発する必要があった。Relaxer サービス・

フレームワークを用いることで、最小限の定義からプレゼンテーションロジックやEJB コンポ

ーネントが自動生成することができる。 

5.  期待される効果 

プログラムの自動生成およびRelaxerコンポーネント・フレームワークの再利用が行われる

ため、開発効率の向上、開発コストの低減、品質の向上の効果がある。 

6. 普及（または活用）の見通し 

 Relaxer 技術については、RELAX利用者MLによる利用者のコミュニティが形成されてい

る。また、Java専門紙などで連載記事を含む多数の記事を提供しており、一般のエンジニア

での認知度も高まってきている。 
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